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第2節 グローバルな危機管理投資・成長投資と輸出促進を含めた外需獲得 

「FOIP の進化」の具現化への貢献とともに、日本として不確実性の高い国際情勢の下

でグローバル市場を獲得し、経済安全保障を確保していくためには、同盟国・同志国との

連携やグローバルサウスとの共創を実現する観点から、海外の成長市場における事業機会

の獲得を戦略的に進めることが不可欠である。 

1.  グローバルサウスに係る通商戦略の方向性 

 進化した FOIP の具現化に向けて特に重要であり、成長著しいグローバルサウス（GS）

について、「共創」による自律性向上、輸出の促進などを図る。令和 5年度から毎年 10億

ドル措置する GS 補助金により 79 か国で計 422 件の実証事業等を支援してきたが、これ

ら実証事業等を基礎に、①プロジェクトの事業化（金融機関との連携により持続的な事業

ファイナンスを実現）、②事業者･実施国の裾野拡大（スタートアップやフロンティア市場

での事業拡大）、③事業の横展開（国際的なルールメイキングで「点」から「面」へ展開）

を図りつつ、これらの基礎となる④GS諸国との共通知識基盤の創出（GS諸国のアカデミ

ア連携を主導し、各国の政策形成力を支える知識基盤を構築）などを目指す。また、本取

組を日本の成長戦略と連動させていくこととして、地域別・国別戦略を、成長戦略 17分野

の海外戦略と連動してアップデートしていく（第 1-5-2-1図）。 

第 1-5-2-1 図 グローバルサウスに係る通商戦略の方向性 

 

資料：日本政府作成。 

2.  「日本の食輸出 1万者支援プログラム」の創設 

高市総理大臣から赤澤経済産業大臣への「農水大臣とも協力して、農林水産物・食品の

輸出拡大に取り組むように」という指示を踏まえ、経済産業省において、部局横断のチー

ムを省内に設置。農水省とも連携し、農林水産物・食品の輸出拡大の加速化を図る（第 1-

5-2-2図）。 

※2025 年の農林水産物・食品の輸出実績は 1.7 兆円（前年比+13%）。 特定国依存を避

けつつ、2030年 5兆円目標の達成に向け、取組を強化。 

  



第 1部 第 5章「日本の通商戦略」 

第 2節「グローバルな危機管理投資・成長投資と輸出促進を含めた外需獲得」 

209 

 

第 1-5-2-2 図  「日本の食輸出 1 万者支援プログラム」の創設 

 

資料：日本政府作成。 

3.  海外の成長市場獲得に向けた JETROの体制強化 

政府が策定する国・地域別戦略を踏まえ、海外での日本企業の事業展開を後押しする取

組を担う JETROについては、海外拠点を始めとする体制の強化が求められている。 

とりわけ、コンテンツ分野や農林水産・食品分野などの成長・戦略分野においては、既

存の海外拠点を中心に人員配置や支援機能の強化が必要である。 

また、拠点網の観点では、JETROの海外拠点数は 76事務所（56か国）であり、KOTRA

（韓国貿易投資振興公社）などと比較してその広がりの面で課題が見られる（第 1-5-2-3

図）。こうした中、グローバルサウスとの共創を図り、海外の成長市場における事業機会の

獲得を戦略的に進めるためには、拠点網の拡充を進めることも急務である。 

第 1-5-2-3 図 海外の成長市場獲得に向けた JETRO の体制強化 

 

資料：日本政府作成。




